
令和３年度「データサイエンティスト養成履修カリキュラム」自己点検・評価

自己点検・評価の観点 評価 評価理由

プログラムの履修・修得状況 A
データサイエンティスト養成履修カリキュラムの履修状況を分析し、受講者毎の講義演習進捗状況や課題への回答状況を各

科目レベルで把握し、改善に向けた取り組みを行った。

学修成果 A
データサイエンティスト養成履修カリキュラムにおいて、科目レベルで授業評価アンケート等の項目を分析することによって、授業

内容の学生の理解度を把握し、本プログラムの評価・改善に活用した。

学生アンケート等を通じた学生の内容の理解度 A

データサイエンティスト養成履修カリキュラムにおいて、受講者全員に対して授業アンケートを実施し、個々の学生の理解度を分

析した。理解度の分析に基づき、次年度の授業内容や科目を柔軟に見直し、データサイエンスへの関心を促す内容やプログラ

ミング技能の修得に特化した内容を強化するなど、理解度に応じた改善に努めた。

学生アンケート等を通じた後輩等他の学生への

推奨度
A

授業評価アンケート自由記述欄から、データサイエンスの知識と技能の修得に対し受講者が高い関心を示していることを確認

し、受講者がデータサイエンス科目を他の学生や後輩学生に受講を促すなどの事例が確認した。また、データサイエンス事業並

びにデータサイエンティスト養成履修カリキュラムの専用ウェブページにおいて、受講の感想等の意見を掲載し、講義受講の推奨

に活用した。

参考URL：http://www.ged.skr.u-ryukyu.ac.jp/wp-

content/uploads/2021/07/04637450c3224cce7e23459468b3841e.pdf

全学的な履修者数、履修率向上に向けた計画

の達成・進捗状況
A

「琉球大学における数理データサイエンス教育に関する基本方針」に基づき、計画的に各学士プログラムにおける数理データサ

イエンス教育科目の体系化を目指し、各プログラムでの数理的思考力とデータ分析・活用能力を持つ人材の育成に向けた大

学教育システムの構築を進めるなど、全学的な履修者数、履修率向上に向けた取組みを推進した。

教育プログラム修了者の進路、活躍状況、企業

等の評価
A

令和３年度末時点で、１名のカリキュラム修了者を輩出した。本修了者は数理データサイエンスの能力を活かすことの出来る

分野への職種へ就職し、今後の活躍が期待されている。今後、就職先等への調査を通じて、修了者の活躍状況、企業から

の評価を行うこととしている。

産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・

手法等への意見
S

本学において開催した「数理データサイエンス教育普及展開シンポジウム～沖縄のデータサイエンスの現状と展望～」において、

産学官からパネリストを招き「沖縄のデータサイエンスのこれからを考えよう」をテーマにパネルディスカッションを開催。産業課題

ニーズ及び沖縄県内における人材育成ニーズの把握、それらの教育プログラムへの反映を実施した。また、シンポジウムでアン

ケートも実施し、人材育成ニーズや教育プログラムへの意見を集約し、今後のカリキュラムの見直しに活用することとしている。

参考URL：http://www.ged.skr.u-ryukyu.ac.jp/work/data_science/topics

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽しさ」「学

ぶことの意義」を理解させること
S

琉球大学数理データサイエンス教育普及展開事業運営委員会を中心に作成した、モデルカリキュラムリテラシーレベルの導入

部分に準じた内容を含めた教育コンテンツの展開を行った。また、「データサイエンス概論」において、スポーツ、社会経済、生

物・生態、製造、在庫管理など様々な分野における最先端のデータサイエンスに関する研究を講師の先生に紹介してもらい、

背景（ドメイン）知識、データの取得から下処理・分析・モデリングの方法、そして実社会への応用などを学ぶことによってデータ

サイエンスの知識を深める講義を行った。なお、同講義内容をオンデマンドコンテンツとして新たに作成し、今後も様々な分野に

おける数理データサイエンス教育の活用を行うこととしている。

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやす

い」授業とすること
A

データサイエンティスト養成履修カリキュラムにおいて実施している、授業評価アンケートや企業調査の結果を踏まえて、内容・

水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とできるよう、事業運営委員会や学部教務委員会等で内容・実施方法の

検討を行った。また、データサイエンスの活用事例は豊富に紹介する導入部分の充実や、受講者のログを解析し、学生の分か

りにくい点を把握し、教育方法の改善に活かす取組を進めた。

評価項目

S: 審査項目の観点を上回る成果を達成した。

A: 審査項目の観点通りの成果を達成した。

B: 審査項目の観点通りの成果を達成できなかったが、達成に向けての対応策が立案され、対応に着手している。

C: 審査項目の観点通りの成果を達成できなかった。さらに、達成に向けての対応策が立案されていない。


